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回転貫入・無排土で施工

φ114.3～508.0̼̼

࠭�　��層ɿ�5ʽ/ʽ50�　φ114.3～508.0mm

࠭れき層ɿ30ʽ/ʽ50�　φ114.3～508.0mm�

೪性土層ɿ15ʽ/ʽ50�　φ114.3～355.�mm

45,400、45,4�0、4,,400、4,,4�0

φ�50～1�50̼̼（鋼管径の1.87～3.03倍）�

44400、444�0、4.4�0"

/4�4�0511（認ఆ൪߸.45-�0�30）�

溶接継手

鋼管径の130倍以下�
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　本工法は、先端部に鋼管径に比べて1.87～3.03倍の大きさのらせん状の羽根を設けた鋼管杭を、直接地面に回転貫
入させて支持杭とする直径114.3mm以上508.0mm以下の小口径の鋼管を用いた回転杭工法です。支持層への根入れ
は鋼管径以上を確保することで、羽根の効果により、鋼管径に比べて大きな軸方向押込み力や羽根の引抜き力が発揮さ
れます。
　本工法では、杭の継手に溶接継手を採用しております。また、施工機械は小型の専用施工機械を全国に配備し、これ
まで施工ができないような狭隘な現場や上空制限のある現場でも杭の施工を可能にし、低騒音・低振動・無排土で施工
を行います。

　杭先端のらせん状の羽根の効果により、支持層まで回転貫入することができ、小口径の鋼管杭として、鉛直方向及び水
平方向の支持力特性、ならびに変位に関する特性が明らかであることを確認しました。

、変位に関する特性

施工記録の例

施工状況（φ508.0の施工）

①押込み支持力

②引抜き支持力

（先端粘性土）

③軸方向ばね定数 

④水平地盤反力係数

（先端砂質土）
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：地盤から決まる杭の極限支持力の特性値 (kN) 

：杭先端の極限支持力度の特性値 (kN/m2)

：羽根径を直径とする円の面積 (m2)

：鋼管長 (m)

：周面摩擦力を考慮する i 層の層厚 (m) 

：周面摩擦力を考慮する i 層の最大摩擦力度の特性値 (kN/m2)

数係力反盤地平水④数定ねば向方軸③

：杭の軸方向ばね定数

：鋼管の断面積 腐食しろを除く

：鋼管のヤング係数

：杭長

：杭の降伏支持力に達した時の杭頭部に作用する軸方向押込み力の

杭先端への伝達率の推定値 ( = (0 ≤ ≤ 1))
：先端伝達率算出のための補正係数

：杭の極限支持力に達した時の杭頭部に作用する軸方向押込み力の
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：杭体収縮量に関する補正係数

：杭の先端変位量に関する補正係数

：羽根径

：杭先端地盤反力係数（ ）

：基礎の施工方法の影響を考慮する係数 ( = 1)
0：直径 の剛体円盤による平板載荷試験の値に相当する地盤反力係数

( 0 = ∙ 0/0.3)
：地盤反力係数の推定に用いる係数

0：設計の対象とする位置での地盤反力係数

′：基礎の換算載荷幅 ( ′ = )
：杭径

：基礎の特性値 ( = { ÷ (4 )}
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：鋼管の曲げ剛性 ･
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：支持層への根入れ長 ( < 2.5 )
：鋼管の周長 ( = )
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